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平成 28 年度岡田・岩切合同ゼミ秋合宿要項（暫定版） 

平成 28 年 7 月 25 日版 

１、日 程 

 平成 28 年 9 月 14 日（水）～16 日（木）2 泊 3 日 

 

２、宿 所 

岳温泉「陽

ゆ

日

い

の郷

さと

 あづま館」http://www.azumakan.com/ 

〒964-0074 福島県二本松市岳温泉１の５ TEL 0243-24-2211 FAX 0243-24-2671 

 

３、費 用 

 学生・院生 16,000 円／一般 20,000 円（2 泊 3 日 6 食付）＋諸経費※ 

 ※ 入湯税、交通費、土産物代、コンパ費用、ゴンドラ代等は各自負担。 

 

４、日 程（※スケジュールは、予告なく変更になる場合がある。） 

 ９月１４日（水） 

  １３：３０ 白鷗大学東キャンパス発（大学バス） 

  １６：３０ 現地着 

  １７：００ 講義開始（部屋割り・訓示・日程説明等を含む） 

  １８：３０ 夕 食 

 ９月１５日（木） 

   ７：３０ 朝 食 

  １２：３０ 昼 食 

  １７：１０ 修了式 

  １９：００ 夕食・コンパ・レクリエーション 

 ９月１６日（金） 

７：００ 朝 食 

８：００ 会計・チェックアウト（荷物宿預かり、宿のバスで移動） 

８：３０ 安達太良山登山 or 岩切コスモスコース（雨天の場合予定変更） 

１２：３０ 再集合（奥岳駐車場） 

１２：４５ 入浴・休憩・昼食（宿所） 

１４：３０ 二本松市内観光・酒蔵見学など 

１８：３０ 解散予定（白鷗大学東キャンパス） 

 

５、持ち物 

着替え・健康保険証のコピー・常備薬・勉強道具その他合宿に必要なもの。 

室内温水プールがあるので、利用したい者は、水着を持参すること。 
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６、判例ゼミの予習 

1 日目～2 日目にかけて実施する判例ゼミに際し、下記の判例について、判例データベー

ス、判例百選などで最低限、事実の概要・判決要旨を事前に調べておくこと。 

① 成田新法事件（最判平成 4 年 7 月 1 日民集 46 巻 5 号 437 頁、憲百選 115 事件） 

② 修徳高校パーマ事件（最判平成 8 年 7 月 18 日判時 1599 号 53 頁） 

③ 倉敷民商事件（広島高岡山支判平成 27 年 12 月 7 日判例集未登載） 

※ 関連文献：浅田和茂「倉敷民商事件第一審判決の検討」立命館法学 362 号（2015 年）

198-219 頁 

＜参考文献＞ 

川崎政司・小山剛編『判例から学ぶ憲法・行政法』（法学書院、第 4 版、2014 年） 

芦部信喜（高橋和之補訂）『憲法』（岩波書店、第 6 版、2015 年） 

※ なお、関連資料がある場合は、下記に掲載するので適宜参照すること。 

http://web.sfc.keio.ac.jp/~junta/sfc/subsemi/160914camp.html 

 （ID=”sfc”、Pass=”student”） 

 

７、引率者 岡田順太（白鷗大学・慶應義塾大学）・岩切大地（立正大学） 

 

８、備 考 

 ・ 宿所との連絡は幹事が一元的に行うので、緊急の場合を除き、一般参加者は宿に直

接連絡をしないこと。遅刻その他の緊急事態が生じた場合は、集合時間以降、幹事又

は宿所まで連絡すること。 

 ・ 合宿中は、教員の指示に従うこと。また、具合が悪くなった場合や早退をする場合

等も速やかに申し出ること。 

 ・ 六法及び資料を持参すること。部屋で自習をする者は、自習道具を用意すること。 

 ・ ３日目の登山は、約 2～3 時間の道を歩くことになるので、履き慣れた靴・飲料・調

整可能な衣料などを用意すること（4 頁参照）。 

 

９、注意事項 

・ 大学バス利用を原則とし、現地集合・解散をする場合は予め幹事に申し出ること。 

・ 空間放射線量に関しては、観光協会 HP 又は原子力規制委員会 HP を参照。概して、

岳温泉の線量は市街地より低い。 

 

１０、 幹 事 

（慶應義塾大学）高木よし乃、金子颯 
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＜２４時間トライアル～Hell Week 2016～スケジュール＞ 

コマ 時 間 内 容 

１ 17:00～18:30 ガイダンス・問題演習①＋憲法（人権）導入講義 

 18:30～20:00 夕 食 

２ 20:00～21:30 問題演習②＋判例ゼミ①（前半） 

 21:30～22:00 休憩・自習 

３ 22:00～23:30 問題演習③＋判例ゼミ①（後半） 

 23:30～0:00 休憩・自習 

４ 0:00～1:30 問題演習④＋判例ゼミ②（前半） 

 1:30～2:00 休憩・自習 

５ 2:00～3:30 問題演習⑤＋判例ゼミ②（後半） 

 3:30～4:00 休憩・自習 

６ 4:00～5:30 問題演習⑥＋判例ゼミ③（前半） 

 5:30～6:00 休憩・自習 

７ 6:00～7:30 問題演習⑦＋判例ゼミ③（後半） 

 7:30～9:00 朝 食 

８ 9:00～10:30 問題演習⑧＋ディベート① 

 10:30～11:00 休憩・自習 

９ 11:00～12:30 問題演習⑨＋ディベート② 

 12:30～13:30 昼 食 

１０ 13:30～15:00 問題演習⑩＋ディベート③ 

 15:00～15:30 休憩・自習 

１１ 15:30～17:00 問題演習⑪＋ディベート④ 

 17:00～17:10 休 憩 

１２ 17:10～18:00 修了式 

（参加上の注意） 

○ 第 1 日目 17：00～第 2 日目 17：00 までの 24時間、連続セッションを実施する。 

○ 各セッションは、問題演習 5 分＋解説 10 分＋ゼミ 75 分（計 90 分）を目安に行う。 

○ ゼミでは、憲法・行政法の判例を題材とする。前半は予め指定した判例をもとに、ロ

ースクール型のソクラテス・メソッドで憲法の理解を深める。後半は、当日配布する事

例問題をもとにディベートとする。 

○ 六法を忘れずに持参すること。演習問題及びディベート用資料は当日配布する。 

○ 体調管理は自己責任で行うこと。途中棄権・復帰をすることは自由である。 

○ 自分の学習課題を持参して、各自の部屋で自習をしても構わない。 
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